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　今年度から町では、『地域おこし協力隊』及び『集落支援員』の制度を導入し、地域の活性化に向けた取り
組みを展開しています。このページでは、地域で行われている伝統行事や交流事業をご紹介します。

　「地域で住民の交流を図りたい」「地域で何かに取り組みた
い」などの相談がありましたら、お気軽にご連絡ください。

【問合わせ先】
まちづくり推進課　企画調整グループ
地域おこし協力隊・集落支援員　　☎029－291－8802

上飯沼区 12月23日（水）

　地区の住民の親睦と三世代の交流を図るために、上飯沼区主催による「トラ
ンペットコンサート」が区内の福性寺において行われました。
　子どもも大人も楽しめるバラエティに富んだ演目により、みんなで仲良く歌
を歌い、時に涙を誘われ、感動的なコンサートになりました。
　コンサート終了後には、女性会の皆さんが用意したとん汁が振る舞われ、地
域住民同士の親睦が深まりました。　　（集落支援員　川根地区担当　市毛）

前田第一区 12月25日（金）

　前田第一区の「前田さわやか楽級」の取り組みの一つとして、80歳以上の高
齢世帯30世帯への訪問活動が行われました。参加者が一軒一軒訪問し、区内
で採れた食材で作った「こんにゃく」や「かりんジャム」、「ゆず味噌」をプレ
ゼントしました。
　「前田さわやか楽級」は、茨城町ふるさと元気づくり推進事業を活用した区の
事業の一環として、「高齢者世帯への訪問」や「料理講習会」、「折り紙教室」等を実施しています。

矢頭中丸原区 １月10日（日）

　矢頭中丸原区内の「絆園」において、「中丸原創造プロジェクト新春餅つき
大会」が開催されました。
　冬晴れの中、杵つき餅や鍋が振る舞われ、大勢の地域住民が来場しました。
参加者の中には、初めて参加したという若い家族も見
られ、地域内の交流を深めていました。
　餅つき大会は、高齢者支援と地域住民の親睦を図る

ために区で組織された「中丸原創造プロジェクト」により、資源ごみの売却で
得た資金の一部で実施されています。　　（集落支援員　長岡地区担当　雨谷）

下雨ヶ谷区 １月17日（日）

　「どんど焼き」は全国的に行われている行事で、地域によって呼び方が変わり、
「左義長（さぎちょう）」や「どんどん焼き」など多くの呼ばれ方があります。
その起源は「徒然草」にみられることから鎌倉時代には行われていたといわれ、
子どもの祭りとされています。
　茨城県内でも「どんど焼き、わーほい、あわんとり、浜の焚きあげ祭り」などと呼ばれ、各地で行わ
れていましたが、近年は少なくなってきています。そのような中、下雨ヶ谷区では昔からの伝統行事を
復活させようと、子どもや地域住民の参加のもとに黒川堤外地で「ならせ餅」を焼いたり、「甘酒」や
「お雑煮」などが振る舞われ、７回目となる楽しい「どんど焼き」が行われました。
（集落支援員　上野合地区担当　中村）
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